
①ワクチンの効果は４ヶ月で概ね９割低下する

②ワクチンが人間の自然免疫機能を損傷

紅斑性発疹

疲れやすい

遺伝子
ワクチン

木下投手 (27) 死亡 八女病院看護師 (26)

心筋炎 くも膜下出血 歩けない

新型コロナワクチンは従来のワクチンとは異なり， 遺伝子ワクチンといわれます。

遺伝子ワクチンは人の遺伝子に作用することで， 人工的に抗体を産出させます。

このワクチンは現在治験中 ( 治験完了日 2023 年５月 ) で , 動物実験すら成功し

ていません。 遺伝子の影響で将来どのような問題が引き起こされるか全くわかっ

ていません。 接種は人体実験に他なりません。

従来のワクチンとは原理が違う長期的リスク

厚労省に届けられているワクチン接種後の死亡者は１７８０人 (7/10 時点 ) ですが、 これは死亡

者のごく一部です。 2021 年の死亡者数は統計的に予想された死亡者数より 6 万 7 千人多く，

これが実際のコロナワクチンによる死亡者数と推定されます。

また３回目接種の進んだ今年１～３月は， 例年より３万人死亡者が多く， これは日経新聞も報じま

した。 これもコロナワクチンによる死亡者増と考えられ， 計１０万人がワクチン死と考えられます。

ワクチンで既に１０万人死んでいる

PCR検査の97％は擬陽性

元気なのに
陽性
私が感染者 ?

PCR 検査数と陽性者数は連動して増減している。

PCR 検査業者が増え検査者数が増えたことが , 感

染拡大と報道され , ロックダウンが実施されている。

PCR陽性者数を感染者として報道
感染拡大は意図的な誇張

コロナ死者数は水増しされている
高齢者が持病でしんでも ,PCR 検査陽性であればコロナ

死とカウントされる。 コロナ死扱いで病院には 20 万円の

補助金が支給される。

コロナ死の 85％が持病の悪化 ,45％は元々寝たき

り ,72％は平均寿命以上の人であった。 （毎日新聞）

各国ともコロナ死亡者年齢と平均寿命がほぼ同じである。

コロナは していない流行じつは

PCR検査ではインフルエンザや
風邪のウイルスを検出している

PCR 検査は体内にある何らかの遺伝子物質を検出しま

す。 口腔や鼻孔には夾雑物があり誤判定が多くなります。

PCR検査数

陽性数

風邪の 15% は土着のコロナウィルス。 PCR 検査は一般

的なコロナウィルスの 1/300 と照合している。

（ポルトガルの判例）

ワクチン接種がかえって感染を拡大する

ワクチン接種者は
あらゆる病気に
かかりやすい

　　
　免

疫
低
下

自然免疫が低下するために半年ごとに

ワクチンを打ち続ける必要がある

PCR検査を使って流行が偽装されている

４ヶ月後
自然免疫

あなたの体調不良
ワクチン後遺症では？

相談は
全国有志
医師の会
vmed.jp

コロナ

ワクチン接種が進む中， 全国で原因不明の体調不良が多発しています。 メディアでは

ほとんど取り上げられず， その事実を国民が知らないまま３回目 ・ 未成年への接種が

進んでいます。 病院さえもワクチンが原因だと知らず治療してもらえない現状です。

帯状疱疹 カンジタ症

体調不良

帯状疱疹やカンジタ症は

免疫低下によって起こり

ます。 ワクチン接種により

自己免疫の異常が起こっ

ています。 自己免疫疾患

が多数報告されています。
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